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チビ
ミミナガ
ナナシ
ハラサキ
マダム
ボランティア
声
　　　　　　　　シーン０
暗転の中、声がする
声

チビ……チビ……



チビの足音が響く



うっすらと舞台センターに明かり



チビの姿がはっきりと見える
チビ

ウ～～ワンッワンッ
チビ、走るのを止め、声の主（エアー）の足元をくるくると回りながら、体をこすりつける
声

よーしよし



チビ、体を撫でられ、とても気分がよさそう
声

いくぞ……



チビ、声の主がボールを取り出したのを察知し、大興奮する
声

それっ



チビ、投げられたボールを走って追う



そして、ボールをキャッチし、声の主の元へ戻る
声

良い子だ、良い子だ。よし、もう一回



チビ、再び大興奮
声

うぅ……うぅぅ……



膝を付く音、そのあとに倒れ込む音が響く
ポテポテ……コロコロコロ……と転がるボールを一瞬追う姿勢を見せるが、振り返り、声の主を頭でつつく
チビ

クーンクーン



その場でくるくる回ったり、挙動不審になったあと鳴く
チビ

ウ～～ワン！ワンワン！ワンワンワンワン！



音楽で多くの犬の鳴き声が聞こえてきて



明かり暗くなり場面転換

　　　　　
シーン１
とあるマダムの経営するシェルター



大勢の犬の鳴き声とともに明かりが入ってくる



舞台には犬（ぬいぐるみ）を抱えたマダムがいる
マダム

良い子でちゅねー♪おーよしよし。おててもそのままでちゅよー
マダムが赤ちゃん言葉で、犬の爪を切っていると、新人ボランティアが入ってくる
ボランティア
あのー
マダム

（気づかず）エライでちゅよー。じゃあそんなお利口さんを皆にお知らせしまちょーね



マダム、スマホを取り出し写メを取り出す
ボランティア
あの！
マダム

あらー！なんて可愛いんでちょうねー。引く手あまた間違いなちでちゅよー
ボランティア
すみません！
マダム

あら？どなた？
ボランティア　　今日からここのシェルターでボランティアさせていただく予定の者なん
ですけど
マダム

あら。もうそんな時間！？気づかないでごめんなさい
ボランティア
いえ
マダム

知ってのとおり、ここは捨てられたり、破棄されて処分されそうな犬や猫を保護するシェルターです。崇高な理念を持ってるけど、その分作業は汚く、辛いものが多いわ
ボランティア
大丈夫です！私、生き物が大好きなんです！どんな作業でも全然苦になりません！
マダム

そう、じゃあとりあえずやってみましょう
ボランティア
はい！
マダム

まずは、此処に行って――
と、次のセリフを言いながら、保健所の地図がプリントアウトされた紙を渡す。
ここをさりげなく演じることで、客には、このあとボランティアが向かう先が、シェルター内の施設であると錯覚させる。
マダム

――ゲージ掃除２００個
ボランティア
は、はい！
マダム

と犬の散歩５０匹纏めて
ボランティア
はい！
マダム

を４セット
ボランティア
はい！？
マダム

最後に、腕が動かなくなるまでシャンプーよ！
ボランティア
はいぃぃ！？
マダム

さ、行くわよー！
ボランティア
は、はいぃぃぃぃ！！！



二人はける。暗転
　　　　　　　　シーン２
明かりがつくと、ハラサキ、ナナシ、ミミナガが居る



鉄格子の閉まる音



チビが部屋にやってくる



ピクリと反応する、ナナシとミミナガ。しかし、すぐに興味を
失う



チビが恐る恐る部屋の匂いを嗅ぐ



再びミミナガが反応するも、またすぐに興味を失う



安心して、部屋の匂いを嗅いで、マーキングしようとする
ミミナガ
待て待てまてぇぇぃ



ミミナガ、チビを威嚇する
ミミナガ
ここは俺様の縄張りだ。テメェ、誰の許可があってここにマーキングしようってんだ？あぁん？
チビ

ご、ごめん、君の縄張りだって知らなかったんだよ



ミミナガ、チビのお尻の匂いをかぐ
ミミナガ
気を付けな、二度目はねぇぜ
チビ

僕チビ！君は？
ミミナガ
テメェに名乗る名前はねぇな
チビ

そんなこと言わないで教えてよ。ねぇねぇ
ミミナガ
なんだ、そんなに聞きてぇのか
チビ

うん！教えて教えて！
ミミナガ
そうかそうか、良い心がけじゃねぇか。よっしゃ特別に教えてやる、耳の穴かっぽじってよく聞きやがれ！



チビ、必死に耳をかく



効果音　（歌舞伎のような）カカンっ
ミミナガ
世界の中心この場所で、ひれぇ日ノ本股に掛け、哀れな捨て犬ともどもに、回る裏路地ゴミ捨て場。尽きねぇ人の手、追手の手。絶対絶ピンチから、ファミリィ救う武勇伝。全ての奇跡の生みの親！野良犬の頂点、ミミナガ様たあ、おれのことでい！



効果音

拍子木


チビ

おー
ミミナガ
どうだ恐れいったか
チビ

うん、すごくかっこよかった
ミミナガ
ほう、テメェは少し見どころがありそうな。よし、今日から俺の群れに加えてやる
チビ

本当！？
ミミナガ
あぁ！ついてきな！
チビ

やっぱりいいや
ミミナガ
（ずっこける）何でだよ
チビ

僕にはジージがいるから
ミミナガ
ジージ？……さてはテメェ人間派だなぁ
チビ

人間派？
ミミナガ
俺たちを苦しめる人間に媚び売ってる、テメェみたいな奴のことだよ
チビ

苦しめる？
ミミナガ
オメェも捨て犬なら身をもって知ってんだろ
チビ

違うよ、ジージはすっごく優しくて、あったかいんだよ。でも、急にどこかに運ばれちゃって……ここにいればすぐに会えるって言われたんだ。だから捨てられたんじゃないよ
ミミナガ
はっはっは。認めたくねぇ気持ちはよくわかる
チビ

ねぇ、それよりここは何処なの？
ミミナガ
知らねぇな
チビ

君の縄張りでしょ？
ミミナガ
そうだ、今さっき縄張りにした
チビ

群れのボスって言ってたじゃん
ミミナガ
仲間はこんな牢獄じゃなくて、シャバに居んだよ
チビ

シャバ？
ミミナガ
外だよ外！野良って言ってんだろうが
チビ

そのシャバのボスがなんでここに居るの？
ミミナガ
捕まっちまったのよ
チビ

全ての奇跡の生みの親なのに？
ミミナガ
そういうこともあんだよ！それに俺の奇跡はまだ終わっちゃいねぇ
チビ

どういうこと？
ミミナガ
脱出すんのよ。入ったが最後、誰も出てきた事のねぇこの牢獄からな
チビ

どうやって？
ミミナガ
それをこれから考えるんだろ。オメェも協力しろ
チビ

嫌だよ、ここにいないとジージに会えなくなっちゃう
ミミナガ
んなら、こっちから迎えに行きゃいいじゃねぇか。その方がそのジージってのもほめてくれるってもんだ
チビ

本当に！？
ミミナガ
あぁ、間違いねぇ。人間は俺たちに尽くされるのを好むからな。それに早く会いてぇんだろ？
チビ
　　　　わかった、僕やるよ
ナナシ

（遮って）やめておいた方が良いわよ
ミミナガ
関係ねぇやつは引っ込んでな
チビ

君は？
チビ、ナナシのお尻の匂いを嗅ぎに行くが、回りこめない
ナナシ

そうね。私の事はとりあえずナナシでいいわよ。って、私の後ろに回り込まないで、その挨拶はいらないわ
チビ

ご、ごめん、でも匂いがわからないと
ナナシ

やめて、あんたに匂いを覚えられる筋合いはないの
ミミナガ
っけ、お高く留まりやがって
ナナシ

あんた、人間の元に戻りたいんでしょう？だったらあんな野蛮な奴とは付き合わないほうがいいわ
ミミナガ
誰が野蛮だ！
ナナシ

野蛮が移ると、見向きもされなくなるわよ
ミミナガ
無視すんな！
チビ

どうして？
ナナシ

人間は、私みたいに綺麗でいい子を選ぶからよ
ミミナガ
おい、チビ。こいつのいう事はきくな。人間に媚びうろうなんて馬鹿のすることだ。犬は自由であるべきなのさ
ナナシ

野蛮な犬には、この高貴な犬としての在り方がわからないみたいね
ミミナガ
オメェみたいな鼻つぶれのどこが高貴なんだよ
ナナシ

つぶれてないわよ！こういう顔なの
チビ

あ、僕知ってるよ。よくジージの見てるテレビで紹介されてた
ナナシ

ほらみなさい
チビ

ブザカワってやつでしょ！？
ナナシ

ブッ
ミミナガ
ぶわぁぁぁっはっはっはっは。ぶさかわって、不細工ってことじゃねぇか
ナナシ

ち、違うわよ。私は可愛いの、行く先々で引く手数多なんだから
ミミナガ
誇大妄想じゃねぇの
ナナシ

違うって言ってんでしょ
ミミナガ
じゃあなんでこんなとこに居んだよ
ナナシ

手違いよ
ミミナガ
手違いねぇ
ナナシ
だからすぐに迎えが来るわ。だから私の周りにあんたみたいのが増えると困るのよ。部屋の隅でおとなしくしてなさい
ミミナガ
やなこった



ミミナガ走り回る
ナナシ

いい加減にしないとその喉噛みちぎるわよ
ミミナガ
やれるもんならやってみな、おチビちゃん
ナナシ

あとで謝っても遅いからね
ミミナガ
っは！温室育ちにこの俺様が遅れをとるかよ！



チビ、ナナシの後ろに回り込んでいる
チビ

クンクン
ナナシ

ちょっと。何するのよ。
チビ

あれ……ねぇ、お尻の毛が抜けてるよ？
ナナシ

ちょっと、だまって
ミミナガ
ほーう、どれどれ
ナナシ

やめなさい
ミミナガ
はっはっは！こりゃ傑作だ！尻が禿てやがる！ぶわっはっはっは！高貴なお尻が丸見えですよー
ナナシ　　　　　見たわね
ミミナガ　　　　何が手違いだ。大方その禿のせいで捨てられたんじゃねえのか？それでもまだ人間に媚び売ろうとするたぁ、こりねぇ奴だな
ナナシ

……噛みちぎってやる！



３匹追いかけっこする



その拍子に、奥に寝ていたハラサキにチビが当たる
ハラサキ
いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！
チビ

ご、ごめんなさいっ
ハラサキ
返してぇ……子供を……返してぇ……
チビ

え、何の事。って、ねぇ大丈夫。怪我してるよ。
ミミナガ
ほっとけ、そりゃ昨日今日できた傷じゃねぇよ
ハラサキ
うぅぅぅぅ
チビ

苦しんでるよ？
ミミナガ
ボケてんだよ。気にすんな
ハラサキ
返してぇぇぇぇぇぇ！
ナナシ

五月蠅い。黙れ、黙れ。
ハラサキ
……
ミミナガ
オメェもそんなムキになんなよ
ナナシ

こいつ見てるとイライラするのよ
ミミナガ
っは、禿は気がみじけぇな
ナナシ

誰が禿ですってぇ



ナナシ、ミミナガを追いかける



はしゃぎまわる犬たち



明かり変わって場面転換
　　　　　　　　シーン３



マダムとボランティア入ってくる
ボランティア
もう、無理です。腕が上がりません
マダム

あら、じゃあやめる？
ボランティア
嘘です大丈夫です。まだまだやれます。何匹でもシャンプーします
マダム

頼もしいわね
ボランティア
警戒してる子たちが、丁寧に洗ってるうちに、最初の態度が嘘みたいになついてくれるのがうれしくて
マダム

あの子たちは純粋だから
ボランティア
可愛いですよね。全力で守ってあげなくちゃって思います
マダム

あんまり想いを入れすぎると、あとがつらいわよ
ボランティア
わかってます。そういえば、シャンプーしてる時に、お腹に怪我してる子がいたんですけど
マダム　　　　　怪我？
ボランティア　　はい、足も変な風に曲がってて
マダム

あぁ、あれは繁殖屋から流れてきた子よ
ボランティア
繁殖屋？
マダム

悪質なブリーダーのことよ。
ボランティア
どうしてあんな状態の子が流れてくるんですか？
マダム

全部ではないけれど、ショップがどういう風に子犬を仕入れてるか


知ってる？
ボランティア
さあ
マダム

競りよ。こんな小さな箱に詰められて、ベルトコンベアで次々に運ばれてくるのよ。それを競り落として自分の店に並べるの
ボランティア
ベルトコンベアでですか？
マダム

そうよ、だって数がものすごいもの
ボランティア
そんなに生まれてくるものなんですね
マダム

生ませてるのよ
ボランティア
どういうことですか
マダム
悪質な業者は、とにかく妊娠させては子供を産ませる。帝王切開のし過ぎでお腹がくっつかずにいようが、子宮が無事な限り、生きていけるだけの餌だけ与えて、子供を量産。そして、最後は保健所で処分。
ボランティア　　違法じゃないんですか。
マダム　　　　　ええ
ボランティア
やめさせられないんですか
マダム

無理よ、小さなショップでも、年数千万売り上げるところもあるのよ。道徳を説いたって、無駄だわ
ボランティア
あの子はそんな地獄から助け出されたんですね
マダム

・・・・
ボランティア
治療してあげられないんでしょうか。
マダム　　　　　私たちにできるのは心が回復するように寄り添うことだけよ
ボランティア　　悔しいです
マダム　　　　　自分が全てを助けられるなんて思い上がっちゃだめ
ボランティア　　でも・・・
マダム

それでも、私たちが活動をやめたら、もっと悲惨なことになる。だから必死にあがき続けるしかないの
ボランティア
……私頑張ります！里親を見つけて、あの子たちを助けます！
マダム

その意気よ。じゃあ頑張って里親探しましょう
ボランティア
はい！！



二人はける



場面転換 
　　　　　　　　シーン４
舞台奥にハラサキが寝ている
ハラサキ
帰してぇ……私の子供を……返してぇ



犬たち一斉に駆け込んでくる
全員

あー！気持ちよかった！
ナナシ

久々の
ミミナガ
初めての
チビ

アワアワな
全員

シャンプー！
ナナシ

かわいいお尻！って
ミミナガ
すごい筋肉！って
チビ

じっとしてて偉いねーって！……もしかして
ミミナガ
もしかして
ナナシ

もしかするとー？
チビ

惚れられちゃった？
全員

まさかぁ
チビ

でもでもその後の
ナナシ

ジューシーで
ミミナガ
トロトロで
ナナシ

ウマウマな
全員

おいしいご飯
ナナシ

夢みたい
ミミナガ
本当に
チビ

久しぶりだったもん
２匹

久しぶり！？
ナナシ

あんた、まさか食べたことあんの？
チビ

うん！ジージが買ってくれたの！
ナナシ

うそでしょ、チビに負けた
ミミナガ
なーなー！他にどんなのがあるんだよ
チビ

うんっとねー、ピュアロイヤルに
ミミナガ
ピュア……
ナナシ

ロイヤル……
チビ

スーパーゴールドに
ミミナガ
スーパー……
ナナシ

ゴールド……
チビ

あとは、ダイヤモンド！
２匹

ダイヤモンド！？
ミミナガ
なんだよ、それ！めちゃくちゃうまそうじゃないか
ナナシ

そうよ！あんたばっかりずるいわよ！



２匹にもみくちゃにされるチビ
チビ

わかったよ！今度おいしいご飯が出たら二人に僕の分上げるから許して！
ミミナガ
しゃーねー。それまで脱走はやめといてやろう
ナナシ

なにがやめといてやろうよ。シャンプーの隙に逃げるとか息巻いておいて、今日のところは勘弁してやろう、とか言いながらだらしない顔してたくせに
ミミナガ
ちげぇよ。人間を欺く演技だよ、演技
ナナシ
名優ですこと。
ミミナガ　　　　人間に気を許すとトンでもねぇ目にあうんだ。だから、心から信用なんてしねぇ
ナナシ　　　　　言ってなさい。でも、人間に貰ってほしいなら、おとなしくすることね
ミミナガ　　　　・・・・
ナナシ　　　　　じゃ、私は寝るわ
チビ

僕もー
ミミナガ
……



チビとナナシ眠る



明かり、暗くなっていく



静寂



ミミナガ、一人で遠くを見つめ、一人歌いだす
ミミナガ
良いな良いな、人間って良いな～



チビ起きる
チビ

何の歌？
ミミナガ
起こしちまったか
チビ

シャンプー気持ちよかったね
ミミナガ
……あぁ
チビ

ご飯おいしかったね
ミミナガ
……あぁ
チビ

人間って暖かいよね
ミミナガ
……
チビ

どうして人間を悪く言うの？
ミミナガ
みこちゃん
チビ

え？
ミミナガ
俺を捨てた人間の名前だ
チビ

捨てられたの？
ミミナガ
俺はな、みこちゃんとたっくんの愛の結晶なんだって言ってた
チビ

たっくん？
ミミナガ
みこちゃんちに来てた雄だ。二人で俺を育てるんだって……。でも、みこちゃんの家に、たっくんは帰ってこなくなった。みこちゃんは泣いてたよ。俺も悲しくて、必死にみこちゃんの涙をなめたんだ……そしたらみこちゃん俺を急に車に乗せてドライブだよ。気分転換したいんだって思ったんだ。だから俺は、運転するみこちゃんの気がまぎれるように精一杯はしゃいだんだ。みこちゃん！見て！見て！あんなのがあるよ！こんなのがあるよ！って……みこちゃんは全然返事してくれなかった。それでも俺は必死にはしゃいだよ。元気出してほしくてさ
チビ

それで？
ミミナガ
次の瞬間俺は車の外にいたんだ
チビ

え？
ミミナガ
走ってる車から落ちたんだって気づいたのは、全身を強く打ち付けて、転げまわった後だよ。俺は痛い足を必死に動かして車をおっかけたんだ……でも、みこちゃんの車はどんどん遠ざかっていくんだ……もしかしたらみこちゃんはおれが車の外にいることに気づいてないんじゃないかって、必死に吠えたんだ。みこちゃーん。みこちゃーん。、俺はここにいるよ！ここにいるよ！って。次の瞬間には別の車にはね飛ばされてたよ……。みこちゃんは最後までスピードを緩めなかった……馬鹿だよな、ほんとはみこちゃんがわざと俺を投げ捨てたのわかってたのに、受け入れられなくてさ。人間は悪魔だ。優しい顔しておいて、次の瞬間俺たちを殺しにかかるんだ。だから絶対気を赦しちゃいけねぇ
チビ

ジージはいい人だよ
ミミナガ
それでもお前はここにいる
チビ

今日シャンプーしてくれた人たちだって
ミミナガ
あんな人間もいるんだな……あっちのボケた婆ですら、丁寧に洗っていやがった
チビ

そうだよ、人間は優しいんだよ。
ミミナガ
良い人間もいるんだって、今日思ったよ。だから歌を思い出したんだ
チビ

さっきの？
ミミナガ
家でよく聞いたんだ。良いな良いな人間って良いな。僕も帰ろおうちにかえろ。ってみこちゃんと一緒に。もう二度と帰る家なんてねぇんだけどな
チビ

僕、ジージにお願いするよ！ミミナガも一緒に連れていってって！
ミミナガ
まだジージが来ると思ってんのかよ
チビ

うん！ジージと僕は家族だもん。北の方で起こった大きなグラグラと大水のせいで、唯一の家族になっちゃったんだって、だからずっと一緒なんだって。ジージは絶対迎えに来てくれるよ。だから一緒にいこう。一緒に帰ろう
ミミナガ
……ありがとな



ハラサキ、動き出す



動かない下半身を引きずりながら動く
ハラサキ
返してぇ……返してぇ
ミミナガ
おい、バーさん。せっかくきれいになったのに、また汚れちまうぞ。大人しくねとけよ



ミミナガ、ハラサキに触れる
ハラサキ
いやぁぁぁぁぁぁ！やめて、やめて！
ミミナガ
おい、別になんもしねぇよ！
ハラサキ
帰して！帰して！連れていかないで！！
ミミナガ
お、おい！離せって！
ハラサキ
私のかわいい子供ぉぉぉぉ



ナナシ起きて、ハラサキを乱暴に突き飛ばす
ナナシ

黙れ！黙れ！お前のせいで！お前のせいでまた！



ナナシ、ハラサキに襲い掛かる
チビ

ナナシ！何してるの！



ナナシを抑え込む、ミミナガとチビ
ナナシ

離して！二度と叫べないように喉噛みちぎってやるんだから
ミミナガ
おいおい、俺より全然野蛮じゃねぇか
チビ

どうしちゃったの、ナナシ。どうしてそんなことするの！？
ナナシ

禿が、禿がすすむじゃない！
二匹

禿？
ミミナガ
そんなことの為にバーさんいたぶろうとするんじゃねぇよ
ナナシ

そんなこと！？



ナナシ、二匹を突き飛ばす
ナナシ

ふざけないで、私はもう二度と失敗できないのよ。せっかく昼間人間たちにいい印象を与えられたのに！禿が大きくなったら、それがパーになっちゃうじゃない
チビ

お尻が禿げたくらいで嫌われないよ
ナナシ

嫌われるのよ！捨てられるのよ！おいぼれと暮らしてたあんたにはこの世界の厳しさがわからないのよ！いい！？この世界は印象が全てなの！
チビ

そんなことないよ！
ナナシ

そんなことあるから私は売り場に返品されてここに捨てられたんじゃない！全部、この禿のせいよ！わかる！？禿げてるの！お尻が！禿てるのよ！？
ミミナガ
禿禿うるせぇよ。禿とバーさんは関係ねぇだろ
ナナシ

夢に見るのよ、うなされるのよ
チビ

何を
ナナシ

お母さんのことよ！
ミミナガ
こいつがお前のおふくろなのか？
ナナシ

違う！違うけど思い出すの
ミミナガ
なんで
ナナシ

あんた、私たちがどんな環境で生まれるか知らないわけじゃないでしょ
ミミナガ
まぁ……な
チビ

ねぇ、ねぇどういうこと
ミミナガ
こいつらのおふくろは、狭いところに閉じ込められて、ひたすら子供を産まされるんだってよ。このばあさんみたいにぶっ壊れるまでな
チビ

そんな……
ナナシ

私は生まれた瞬間、そこが地獄だと悟ったわ。同時に早くここから抜け出さなくちゃって思ったの。必死に泣き喚いたわ。そしたらすぐ人間が来てくれて、私を救い出そうとしてくれた！その時よ、お母さんが私の足を必死に噛んで、連れていかせまいと抵抗したの。私はそれが母親じゃなくて、悪魔に見えたわ。だから思いっきり引っかいてやったのよ。
ミミナガ
えげつねぇ
ナナシ

必死だったのよ！周りには、檻に閉じ込められてる子供も大勢いたわ！ああなるわけには行かなかったのよ！私は地獄から抜け出した・・・でも、夜になるとお母さんの叫び声が聞こえてくるの。耳にこびりついて離れないの！そのせいよ！この禿が出来たのは！私は忘れたいのにこいつが居たんじゃ忘れられないわ
ミミナガ
八つ当たりじゃねぇか
ナナシ

それがなによ！私は必要とされる存在なのよ。可愛がられる存在なはずなのよ！こんなところで、こんな誰も私を必要としない場所で終わるわけにはいかないの！だから昼間の人間を絶対に落として見せるわ。私を必要とさせてみせるのよ！それを邪魔する奴は誰であろうと許さない！私は、私は必要とされる犬なのよ！幸せにならなくちゃいけないのよ！



ナナシ、いつの間にか泣いている
ナナシ

……じゃなかったら、何のためにお母さんを引っかいたのかわからないじゃない……



ハラサキがナナシに近よる
ハラサキ
良い子、良い子
ナナシ

！？



ナナシ、ハラサキを突き飛ばす



ハラサキ、それでも必死にナナシに手を伸ばす
ハラサキ
私のかわいい子
ナナシ

あんたの子供じゃない！



ナナシなおもハラサキを突き飛ばす



ハラサキ、あきらめない
ハラサキ
大丈夫よ。お母さんがずーっとそばにいてあげるからね。私のかわいい子ぉ……
ナナシ

嫌！近寄らないで！
ハラサキ
……愛してる、大好き、何があっても、守ってあげるからね



ハラサキ、手を伸ばす



ナナシ、突き飛ばせない
ハラサキ
愛しい子。私の命、私のすべて。
ナナシ

私はあんたの
ハラサキ
お母さんが
ナナシ

娘じゃ……
ハラサキ
ついてるからねぇ
ナナシ

……
ハラサキ
愛してるよ



ナナシ、泣きじゃくる
ナナシ

私ひどいことした
ハラサキ
愛してるよ
ナナシ

誰にも必要とされてない
ハラサキ
愛してるよ
ナナシ

名前だってまだない
ハラサキ
私の愛しい子
ナナシ

私、私……
ハラサキ
私の命
ナナシ

ごめんなさい、ごめんなさい
ハラサキ
よーしよし、よーしよし
ナナシ

お母さん、お母さん、お母さん



ナナシ、ハラサキの胸で大泣きする



暗転。場面転換
　　　　　　　　シーン５



ボランティアとマダムが舞台両端に、犬たちが真ん中にいる



２つのシーンが同時進行する
ボランティア
また里親決まってよかったですね
マダム

そうね、でもまだ油断はできないわよ。育生放棄する人もいるから、たまに抜き打ちチェックに行くわ
ボランティア　　不幸な目にあった子をまた不幸にするわけにはいかないですもんね
マダム　　　　　わかってきたじゃない
ボランティア
はい！これでようやく、あの子たちをレスキューできますね
マダム

あの子たち？
ボランティア
はい、私が初日に出張して世話した、保健所のあの子たちです



犬たちに明かりがつく
チビ

ねぇ、僕たちどこに向かってるの
ミミナガ
さぁな
ナナシ

ほら、しっかり歩いて、お母さん
ハラサキ
……
ミミナガ
っはん、随分とまぁしおらしくなったもんだ
ナナシ

何よ文句ある？
ミミナガ
いいや
チビ

ねぇ、もしかしてジージが迎えに来てくれたのかな？
ミミナガ
じゃあなんで俺たちまで移動するんだよ
ナナシ
貰い手が決まったのよ、だっていつもと行く場所が違うもの。
チビ

そっか、ナナシ達にも見つかったんだね
ナナシ

でも、お母さん大丈夫かしら
ミミナガ
大丈夫だろ、ここにいる人間なら幸せにしてくれる
ナナシ

そうね
チビ

ミミナガは、あの女の人がいいんでしょ？
ミミナガ
は？
ナナシ　　　　　あー、あのシャンプーの女ね。あんたあの女見るたんびに尻尾ぶんぶん振るものね
ミミナガ
は！？ふってねぇし
２匹

はははははは



人間たちに明かり
ボランティア
あー良かった
マダム

残念だけど、あの子たちは、引き取れないわ。
ボランティア
え、どうして
マダム

売れ筋じゃないもの
ボランティア
売れ筋って。そんな業者みたいなこと
マダム

あの子たちをレスキューしても、恐らく、里親は見つからないわ
ボランティア
そういう子を助けて、幸せにするのが私たちの使命じゃないんですか
マダム
限られたスペースが、貰い手のいない子たちで埋まってしまったら、救える可能性のある子たちすらも救うこともできなくなってしまうのよ。だから、貰い手が出てきそうな子をレスキューして、綺麗にして送り出す。そしてまた別のいい子をレスキューする。そうしないと、より多くの子を助けることができないのよ
ボランティア
それじゃあじゃあ私は何の為に、保健所にいって、掃除やシャンプーをしてたんですか
マダム

少しでもキレイにしてあげたら、処分される前に貰い手が見つかるしれない。そんな、万が一の可能性を残してあげるためよ
ボランティア
それじゃああの子たちは
マダム

ドリームボックス行ね
ボランティア
ドリームボックス……



犬たちに明かり



ゴウンゴウンと、重い機械音が響く
ナナシ

しかし、何だって廊下の壁がこっちに迫ってくるのよ
ミミナガ
あっちに歩けってことだろ
ナナシ

普通に歩かせてよね、お母さんが大変じゃない



機械音が響く
チビ

なんか、ちょっと怖い
ミミナガ
確かに不気味だな
ハラサキ
いやぁぁぁ
ナナシ

大丈夫よ、お母さん。私が付いてるわ



鉄扉の開く音
チビ

扉が開いた（部屋に入って）ジージ！ジージ？
ミミナガ
おい、行き止まりじゃねぇか。いったいどういうこった
ハラサキ
駄目ぇぇぇ
ナナシ

お母さん？
ハラサキ
この子は渡さないわぁぁぁ
ナナシ

お母さん、どうしたの？



扉の閉まる音



人間に明かり
ボランティア
ドリーム……安楽死ってことですか
マダム

そんな生易しいものじゃないわ。
ボランティア
どうなるんですか
マダム

二酸化炭素ガスで窒息させるのよ



ガスの音　煙



犬に明かり
ミミナガ
おいおいおい、どうなっていやがる。あけろ！ここを開けろ！
ナナシ

うっ……なんか苦しいわ……
チビ

うん、息が
ミミナガ
・・・まただ
チビ

え？
ミミナガ
また騙されたんだ！奴ら俺たちをここで殺す気だ！
チビ

人間が僕たちを殺すなんて、そんな



人間に明かり
ボランティア
そんなことになるのがわかってて、あの子たちを救わなかったんですか！？
マダム

約５万６千匹。一年間に日本が殺処分してる数よ。大体一日に、１５０匹
あまりが日本のどこかで殺処分されている
ボランティア
だからって見捨てる理由にはなりません
マダム

確かに目についたもの全てをレスキューしようとする団体もあるわ。だけどそういうところは、里親が見つからないままの保護した犬たちで溢れてしまう。少ない予算で、施設を維持することもできなくて、結局崩壊して、助けるどころか、殺すしかなくなるのよ。あなたにその責任がとれるの？
ボランティア　　今助けないとあの子たちは死んじゃうんですよ
マダム　　　　　助ければ他の子が死ぬ
ボランティア　　死ぬ前に里親を見つけます
マダム　　　
簡単に言わないで。それが出来れば誰も苦労してないのよ。いったでしょ、辛く苦しい仕事だって。私は今抱えてる子たちはもちろん、１匹でも多くの子たちをレスキューして見せる。その為には、切り捨てなくてはならないこともあるの。
ボランティア
納得できません
マダム　　　　　だったらあなたが、飼いなさい
ボランティア　　・・・家じゃ飼えないんです
マダム　　　　　じゃああきらめなさい
ボランテア　　　ここの施設なら、今あの子たちを救えるんです。お願いします
マダム　　　　　無理よ
ボランティア　　そんな、あの子たちは灰になる為に生まれてきたわけじゃないんです
マダム　　　　　これが現実よ
ボランティア　　お願いします、あの子たちを引き取らせてください。責任もって里親も見つけます、融資のお願いにどこにもで頭下げに行きます。だからどうか、お願いします。あの子たちを救えるなら何でもします
マダム　　　　　・・・責任は必ずとってもらいますからね
ボランティア　　ありがとうございます
　　　　　　　　　　　　ボランティア、電話をかける
ボランティア　　もしもし、犬を引き取りたいのですが・・・



犬に明かり



ハラサキ倒れる
ナナシ

嫌。嫌。お母さん？お母さん？しっかりして、お母さん？
ミミナガ
ほらみろ、奴らは本気だ。俺たちを殺す気だ
ナナシ

しっかりして（だんだん苦しくなってくる）嘘よ、こんなこと
ミミナガ
人間はいつもこうだ！期待させるだけさせて、最後は俺たちを…
チビ

嘘だよ
ナナシ

そうよ、嘘に決まってるわ。ねぇ、起きて、お願いお母さん……起きてよ、私を一人にしないで……お母さん……私もっと良い子になるから……お願いよ……一人にしないで



ナナシ倒れる
チビ

ナナシ……
ミミナガ
畜生、信じた俺がばかだったんだ



ミミナガ、舌を噛みちぎる
ボランティア　　私が、あの子たちの里親を見つけるって決めたんです。…え？どういうことですか。
チビ

血が、血が出てるよ、やめてよミミナガ
ボランティア　　もう処分された！どうして？ 
ミミナガ
うるせぇ、俺は、絶対に、生き残ってやるんだ
ボランティア　　生きていけるんです、あの子達は、幸せに
ミミナガ　　　　なれると思ったのに・・・信じてたのに　畜生、畜生！！
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ミミナガ、ありとあらゆるところを噛みちぎり、意識を保とうとする
ボランティア
私が責任もって守るって決めたんです！どうして！どうして……。
ボランティア走り出す
ミミナガ倒れる
チビ、現実を受け入れられずに部屋の奥に逃げる
チビ

ゲホ、ゲホ、寒いよぉ。寒いのは、寂しいのは嫌だよぉ……



チビ奥でうずくまる
日本昔話のテーマが流れてくる



～♪いいないいな、人間って良いな♪～



音楽が大きくなると、チビが顔を上げる



そこにさっきまでの苦しさは見られない



チビ自由に走り回る
チビ

ジージ……ジージ！ジージ！やっと迎えに来てくれたんだね！遅いよ！寂しかったよ！僕寂しかったよ！みんながジージはもう来ないなんて言うんだ。ふふ、でもやっぱりジージは来てくれた。ねぇねぇ！お膝に乗っていい！？あー。やっぱりジージの膝は落ち着くなぁ、僕の特等席



３匹の死体の横で丸くなるチビ



ガスコンロに火が付く音
チビ

やっぱりジージのお膝はあったかいなぁ。ジージ、大好きだよ……あのね、ぼく、ともだちが、できたんだ……



火の音が大きくなる



赤いスポットに包まれる４匹
　　　　　　　　　　　　明かりが変わると、舞台上にはボランティア一人だけ
　　　　　　　　　　　　ボランティアの足下には２つの首輪
　　　　　　　　　　　　ボランティア舞台中央で正面に向かって、その場で力強く前に向かって歩き出す
　　　　　　　　　　　　音声でニュースキャスターの声が聞こえてくる
声　　　　　　 犬、ネコの殺処分は、かつては、年間120万頭を超えていました。
その後、多くの人たちの努力によって、殺処分ゼロを達成した自治体も出て
くるなど、その数は、大きく減少しました。
しかし、それでもまだ、平成２８年度時点で、５万６千頭の犬やネコが
殺処分されてしまっています。
この物語のチビたちのような運命をたどる犬やネコたちがいなくなることを
祈っています。
　　　　ボランティアの周りにはいつしか犬が集まってきている
　　　　ボランティアと同じ方向に楽しそうに歩く犬たち
　　　　挑戦し続けるボランティアの視線に明かり絞られていく
　　　　暗転
